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「つる産業まつり 2013」
盛大に開催！
　10月27日に、谷村第一小学校をメーン会場
として、「つる産業まつり 2013」が開催されま
した !!

　

10
月
27
日
、
谷
村
第
一
小
学
校
を
中
心
と

し
て
、
つ
る
産
業
ま
つ
り
２
０
１
３
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

数
日
前
か
ら
台
風
が
近
づ
い
て
お
り
、
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
快
晴
と

な
り
、
毎
年
恒
例
の
お
茶
壷
道
中
が
出
立
す

る
と
、
沿
道
に
は
多
く
の
見
物
客
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
列
が
谷
村
第
一

小
学
校
に
到
着
す
る
と
、
茶
壷
受
渡
の
儀
が

厳
か
に
行
わ
れ
、
こ
の
お
茶
は
、「
富
士
の

霊
気
茶　

瑞ず
い
か
く鶴
」と
し
て
、
当
日
茶
席
で
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
の
谷
村
第
一
小
学
校
で
は
、

都
留
第
二
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
、

道
心
館
空
手
道
場
の
演
武
が
行
わ
れ
、
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
物
産
販
売
の
テ
ン
ト
が
出
店
し
、
大
変
な

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

■（左）行列は谷村第一小学校グラウンドに到着後、茶壷受渡の儀が
厳かに行われました。■（右）毎年恒例のお茶壷道中。「下にいろ」と
いう掛け声と共に、高尾町商店街を練り歩きました。

■会場の谷村第一小学校では、様々な催しが行われ、いろ
いろな店舗も出店しました。非常に活況で、多くの方が秋
の一日を楽しく過ごしていました。

「ふるさと時代まつり」のお姫様役、
白須慶子さん１日消防長に！

　

11
月
９
日
に
、
今
年
の「
ふ
る
さ
と
時
代

ま
つ
り
」の
お
姫
様
役
に
選
ば
れ
た
白
須
慶

子
さ
ん
が
、
１
日
消
防
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
後
、
消

防
本
部
職
員
一
人
ひ
と
り
の
服
装
・
携
帯
品

な
ど
の
検
査
を
行
う「
通
常
点
検
」を
緊
張
の

面
持
ち
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宝
保
育

所
の
防
火
パ
レ
ー
ド
に
、
子
ど
も
た
ち
や
女

性
消
防
隊
と
共
に
参
加
し
、
午
後
に
は
大
型

ス
ー
パ
ー
で
火
災
予
防
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
老
人
福
祉
施
設
で

も
訓
練
や
点
検
を
行
う
な
ど
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
び
っ
し
り
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
つ
る
ビ
ー
も
一
緒
に
啓

発
活
動
を
行
い
、
火
災
予
防
に
つ
い
て
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
須
さ
ん
、
一
日
消
防
長
の
役
職
、
大
変

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

災害時における被害家屋状況調査に
関する協定を締結！

　

11
月
18
日
、
大
月
市
役
所
に
お
い
て
、
山

梨
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
山
梨
県
公
共
嘱

託
登
記
土
地
家
屋
調
査
士
会
協
会
の
２
団
体

と
、
都
留
市
・
大
月
市
・
小
菅
村
・
丹
波
山

村
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、「
災
害
時
に
お
け
る
被

害
家
屋
状
況
調
査
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

し
ま
し
た
。

■東部地域の２市２村の首長が出席し、それぞれ協定を締結しました。

　

こ
れ
は
、
市
内
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
に
、
必
要
に
よ
っ
て
被
害
家
屋
の
状
況

調
査
へ
の
実
施
協
力
を
要
請
で
き
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
、
災
害
時
の
被
害
状
況
把
握
を

迅
速
に
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
災
害
時
に

市
が
発
行
す
る「
り
災
証
明
」に
つ
い
て
、
市

民
の
相
談
補
助
な
ど
を
行
う
こ
と
も
協
定
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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平成25年度青少年健全育成
「作文、標語」入選作品表彰

青
少
年
の
作
文

■
小
学
校
５
年
生
の
部（
応
募
数
75
点
）

市
長
賞「
大
好
き
な
お
姉
ち
ゃ
ん
」禾
一
小　

谷
内
亜
優

議
長
賞「
あ
り
が
と
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

東
桂
小　

山
本
桐
花

教
育
長
賞「
大
切
な
大
切
な
友
達
」禾
一
小　

三
船
香
菜
子

市
民
会
議
会
長
賞「
家
族
と
の
３
つ
の
約
束
」

附
属
小　

髙
部
あ
ゆ
み

■
小
学
校
６
年
生
の
部（
応
募
数
１
７
４
点
）

市
長
賞「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
病
気
か
ら
考
え
た
事
」

谷
一
小　

遠
藤　

愛

議
長
賞「
大
切
に
し
た
い
町
」

東
桂
小　

小
嶋
彩
友
美

教
育
長
賞「
友
達
に
つ
い
て
」

谷
二
小　

志
村
美
怜

市
民
会
議
会
長
賞「
私
の『
し
ん
ゆ
う
』」

谷
一
小　

菅　

芽
生

■
中
学
校
１
年
生
の
部（
応
募
数
１
１
７
点
）

市
長
賞「
地
域
活
動
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

都
一
中　

花
田
夏
羽

議
長
賞「
平
和
な
町
に
す
る
た
め
に
」東桂

中　

落
合　

琉

教
育
長
賞「
平
和
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

都
一
中　

黒
部
航
希

市
民
会
議
会
長
賞「
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
」

東
桂
中　

稲
村
祐
香

■
中
学
校
２
年
生
の
部（
応
募
数
１
３
５
点
）

市
長
賞「
ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
」
都
一
中　

奈
良
穂
野
香

議
長
賞「
当
た
り
前
の
大
切
さ
」
都
一
中　

室
井　

萌

教
育
長
賞「
家
族
キ
ャ
ン
プ
」

東
桂
中　

谷　

二
千
歌

市
民
会
議
会
長
賞「
富
士
山
世
界
遺
産
」

東
桂
中　

古
西
輝
帆

青
少
年
健
全
育
成
標
語

■
小
学
生
の
部（
応
募
数
４
１
４
点
）

最
優
秀
賞「
無
視
す
る
な
一
人
の
勇
気
で
い
じ
め『
ゼ
ロ
』」

附
属
小　

６
年　

荻
窪
桃
花　

優
秀
賞「
思
い
や
る

心
が
つ
く
る

地
域
の
輪
」

禾
一
小　

６
年　

兵
道
達
也　

優
秀
賞「
言
わ
な
い
よ

自
分
が
言
わ
れ
て

い
や
な
事
」

附
属
小　

５
年　

小
林
龍
世

優
秀
賞「
思
い
や
り

い
じ
め
を
な
く
す

だ
い
一
歩
」

附
属
小　

５
年　

渡
邊
結
南　

■
中
学
生
の
部（
応
募
数
３
８
１
点
）

最
優
秀
賞「『
助
け
て
よ
』
小
さ
な
サ
イ
ン

み
の
が
す
な
」

都
一
中　

１
年　

矢
﨑
ね
ね　

優
秀
賞「
そ
の
命

世
界
に
一
つ
の

宝
物
」

東
桂
中　

１
年　

小
林
優
郁　

優
秀
賞「
あ
い
さ
つ
で

地
域
の
人
と

つ
な
が
ろ
う
」

都
二
中　

２
年　

小
俣
梨
子　

優
秀
賞「
見
な
い
ふ
り

し
て
い
る
君
も

い
じ
め
て
る
」

都
二
中　

２
年　

臼
井
あ
り
さ

■
高
校
生
の
部（
応
募
数
１
８
５
点
）

最
優
秀
賞「
や
め
と
け
よ

勇
気
を
出
し
て

口
に
す
る
」

桂　
　

高
１
年　

笹
川
夏
輝　

優
秀
賞「
あ
い
さ
つ
は

心
の
と
び
ら

開
く
カ
ギ
」

桂　
　

高
１
年　

中
村
史
奈　

優
秀
賞「
向
か
う
道

閉
ざ
し
て
し
ま
う

覚
醒
剤
」

桂　
　

高
１
年　

南
條
竜
之
介

優
秀
賞「
友
人
の

悪
い
勧
誘

お
と
し
穴
」

桂　
　

高
３
年　

南
條
沙
也
加

■
一
般
の
部（
応
募
数
１
点
）

優
秀
賞「
大
人
と
子
供
で
め
ざ
そ
う
よ
！

地
域
一
番
の
明
る
い
学
校
」

平
井
京
子　

　青少年健全育成作文及び標語を募集したところ、多くの募集があり
ました。
　厳正な審査の結果、次の方々が入選し、11 月13 日に開催された、「青
少年健全育成推進大会」において表彰されました。

青少年「作文、標語」入賞者（敬称略）

■（左上）当日は、山梨県警本部生活安全部少年
課の渡邉豪少年対策官から「サイバー空間に潜
む少年問題」と題し、講演をいただきました。
■（右上）青少年の作文小学６年生の部市長賞受
賞作品を披露をしてくれた、谷村第一小学校６
年の遠藤愛さん。
■（右下）青少年の作文中学２年生の部市長賞受
賞作品を披露してくれた、都留第一中学校２年
の奈良穂野香さん。
■（左下）多くの方が当日は参加されました。

交通安全啓発標語コンクールの表彰が行われました！

入
賞
者

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
ゆ
ず
り
あ
う

気
持
ち
一
つ
で

変
わ
る
未
来
」

都
一
中　

２
年　

青
嶋　

愛　

優
秀
賞

「
ど
っ
ち
が
大
事
？

         

あ
な
た
の
命
と
着
信
音
」

都
二
中　

３
年　
　

優
秀
賞

「「
気
を
つ
け
て
」
い
つ
も
の
言
葉
が

私
を
救
う
」

東
桂
中　

１
年　

金
子
真
己　

小
学
校　

高
学
年
の
部　

最
優
秀
賞

「
黄
色
だ
ぞ

あ
せ
る
な
い
そ
ぐ
な

次
を
ま
て
」

宝　

小　

５
年　

若
野　

樹　

優
秀
賞

「
た
く
さ
ん
の

見
守
り
ぬ
く
も
り

都
留
の
道
」

谷
一
小　

６
年　

菊
地　

悠　

優
秀
賞

「
反
射
材

歩
行
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

谷
一
小　

６
年　

志
村
穂
香　

小
学
校　

低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

「
運
転
中

ス
マ
ホ
は
つ
ね
に

休
け
い
中
」

谷
一
小　

３
年　

山
口
陽
也

優
秀
賞

「
気
を
つ
け
よ
う

せ
ま
い
道
で
も

車
は
と
お
る
」

谷
一
小　

１
年　

谷
内
葉
南

優
秀
賞

「
し
ん
ご
う
は

み
ん
な
の
い
の
ち

ま
も
る
も
の
」

附
属
小　

３
年　

小
林
愛
琉

入　

選

「
い
っ
て
き
ま
す

き
ょ
う
も
げ
ん
き
で

た
だ
い
ま
を
」

谷
二
小　

１
年　

髙
橋
快
斗

入　

選

「
と
び
だ
し
は

あ
ぶ
な
い

い
け
な
い

じ
こ
の
元
」

東
桂
小　

３
年　

小
林　

珠

入　

選

「
自
転
車
は

車
り
ょ
う
の
仲
間
だ

左
を
走
ろ
う
」

禾
一
小　

６
年　

白
須
優
太

入　

選

「
手
を
つ
な
ぎ

青
を
確
認

横
断
歩
道
」

禾
二
小　

１
年　

榎
本
千
里

入　

選

「
う
ん
て
ん
手

み
ん
な
の
い
の
ち

の
せ
て
る
よ
」

旭　

小　

３
年　

清
水
悠
那

（
以
上
、
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
の
作
品
３
点
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ぼ
り
旗
と
し
て
市
内
各
所
に
掲
出
さ

れ
、
来
年
９
月
か
ら
は
市
立
病
院
敷
地
内

　11 月14 日、都留市交通安全連合会主
催による交通安全啓発標語コンクールの
表彰式が行われました。市内小中学校か
らの応募作品1,705点の中から選ばれた
14名が表彰されました。

の
交
通
安
全
シ
ン
ボ
ル
塔
に
も
掲
げ
ら
れ

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
に
も
印
字

さ
れ
、
今
回
の
参
加
賞
と
し
て
各
学
校
に

配
ら
れ
る
ほ
か
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
声

掛
け
を
行
い
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
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